
新潟県にNPB（日本野球機構）プロ野球球団の誕生とドームシティ誕生の実現を目指す
「日本海ドームシティプロジェクト」が2021年の6月に立ち上がりました。
このプロジェクトがもたらす長岡への影響や、若者・こどもたちへのメリット等について

プロジェクトメンバーの代表たちが、長岡を中心に活躍する方々をお迎えしてパネルトー
クを繰り広げます。長岡初開催！
＊新型コロナウイルス感染症拡大防止対策にご協力ください。また、状況によっては、中止する場合があります。
＊中止等の連絡のため、申込時に連絡先をお伝えください。
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※新型コロナウイルス感染症拡大により中止する場合があります

新型コロナウイルス感染症の影響は、社会的弱者に大きくのしかかっています。その結果、アルバイト先を

失った学生、職場を失った人、フリーランス等あいまいな雇用で働く人へのセーフティーネットの脆弱性、女性

の自殺率やＤＶ被害の増加、格差の拡大など課題は増える一方です。

今回は、これらの課題や市民による地域づくり等をテーマに、ＮＰＯ法人や市民団体の皆さんが進めている

活動の講演会セミナーを行います。

講演Ａ 会場 長岡市立中央図書館２階 講堂

「日本海ドームシティープロジェクト」パネルトーク（仮題） 定員80人       

市民による「スポーツで地域活性化」、日本海ドームシティープロジェクトが目指すもの
   日本海ドームシティープロジェクトが昨年６月２４日に設立されました。これはＮＰＢ（日本野球機構）のプロ野球球団の新潟   

   での誕生とドーム施設建設で新潟県の発展と地域活性化という地域創生構想です。プロジェクト設立発起人のお話し、長岡で活躍   

   する皆さんを交えたパネルトークを予定します。

講演Ｂ 会場 長岡市立中央図書館２階 講堂

映画「こども食堂にて」上映 （110分）        定員80人       

実践報告 ながおか子ども食堂・地域食堂ネットワーク ／ 長岡市の取り組み
   ｢こども食堂」とは、子どもが一人でも行ける無料または低額の食堂で、「地域食堂｣｢ふれあい食堂｣｢みんな食堂｣という名称の    

   ところもあります。その数は全国で約６０００箇所、長岡市でも１２箇所（昨年 10月時点）で活動されており、子どもや保護者の

   居場所、小さな子供からお年寄りまでの地域の交流拠点になっています。映画「子ども食堂にて」上映と子ども食堂等の報告。

参加料

無料

主催：長岡地区労働者福祉協議会（平日９時～16時）（長岡地区労働

者福祉協議会は、連合、労働金庫、こくみん共済coop、NPO法人女のスペース・ながお
か、NPO法人地域循環ネットワーク、フードバンクながおか、中越地域退職者連合で構成)

TEL:0258-86-0111 FAX:0258-86-0884
http：//www.nagaoka-lsc.jp
mail：rengo.c@topaz.ocn.ne.jp
mail：nagaoka-lsc@galaxy.ocn.ne.jp  

各講演ともに参加費無料。定
員８０人。お申込みは、下記またはホーム
ページや右記にお問合せください。参加

案内をハガキ又はメールでお送りします
ので、当日受付でご提示ください。

「親と子が逆境を生き抜くための力とは…｣        定員80人       

講師 渡辺久子氏 渡邊醫院副院長 児童精神科医
   ＤＶや虐待のように家族の中で起きている暴力は、外からは見え難いです。安心できない環境から離れて自立と自律を果たして

   いくためには、大きなエネルギーが必要です。また、離れることで問題が終わるわけではありません。問題が一段落したのち、子

   どもたちが一時的に荒れることも珍しくありません。

    しかし、社会は疲弊しきった母親に更に養育の力を問うてきますが、母自身も被害者の一人であり、子どもを助けるためには母

   親への支援が欠かせません。親と子どもたちが社会の中で、安心して安全に生きていくための力をどう育んだらよいか。社会はど

   うあったらよいのかを考えるセミナーを開催します。   

運営 特定非営利活動法人 女のスペース・ながおか

講演Ｃ 会場 長岡市立中央図書館２階 講堂

共催：（一社）新潟県労働者福祉協議会、（公財）新潟ろうきん福祉財団

後援：長岡市、長岡市教育委員会

申込方法

ながおかワーク＆ライフセミナー申込書           

                              ※申込者には「確認メール」もしくは「ハガキ」で案内しますので、当日受付で提示ください

ふりがな 講演Ａ 講演Ｂ 講演Ｃ

お名前 様 名 名 名

ご住所

又は

メールアドレス

〒   － 電話番号

申込先：長岡地区労働者福祉協議会(事務局：連合中越地域協議会)  各講座とも定員になり次第締切りと致します

   ＴＥＬ 0258-86-0111 ＦＡＸ 0258-86-0884
E-mail:rengo.c@topaz.ocn.ne.jp   または  E-mail:nagaoka-lsc@galaxy.ocn.ne.jp   

注） マスク着用で参加ください。受付での手指消毒、検温等にご協力ください。また、次に該当する場合は参加をお控えください。発熱や咳、

のどの痛みなどがある場合。新型コロナウイルス感染症の濃厚接触者の経過観察に該当されている方。県外在住の方。

rengo.cメールQR


